
萎縮性胃炎とは 
 

 

 

萎縮性胃炎は、長年にわたって胃の粘膜に

炎症が起こること（慢性胃炎）で、胃液や胃

酸などを分泌する組織が縮小し、胃の粘膜が

萎縮した状態です。 

  

 

 

萎縮性胃炎が進むと、胃の粘膜は腸の粘膜

のようになり（腸上皮化生）、さらに胃がんに

まで発展してしまう恐れがあります。 

 



 

― 原因は？ 

 

炎症の原因として最も多いのは、ピロリ菌

による感染です。 
 

             

 

 

ときに、免疫異常により胃の粘膜に炎症

が生じる場合もあります（自己免疫性胃

炎）。 

 



 

― 症状は？ 

 

萎縮性胃炎になると、胃液が十分に分泌さ

れないため、食欲不振や、胃もたれなどの症

状があらわれることがあります。その他、胃

痛、胃部膨満感、げっぷなどです。 
 

             

 

 

 



 

― 診断は？ 

 

内視鏡検査で、胃炎の有無やヘリコバク

ター・ピロリ感染の有無を検査します。 
 

          

 

血清ペプシノーゲンの測定により、胃粘

膜萎縮を評価します。 

 
 

 

 



 

 

― 治療は？ 

 

ピロリ菌の除菌が主な治療です。ピロリ菌の除

菌は、若いうちに行うと、胃粘膜の変化に対して

も予防効果があるといわれています。 

 

  

若い世代の人で胃に不調を感じたら、早めに医

療機関を受診し、検査をうけましょう。 

 



 

 その他、症状の改善には、ドパミン拮抗剤、セ

ロトニン作動薬、漢方薬、Ｈ２受容体拮抗薬、プ

ロトンポンプ阻害薬などの薬物療法が有効です。 

 

    

 

 

 

 



 

当クリニックでは、逆流性食道炎に対す

る診断・治療を積極的に行っておりますの

で、ぜひ一度ご相談ください。 

      

 

 

------------- 補 足 --------------- 



 

◎ 萎縮性胃炎の内視鏡診断 

        ―木村・竹本分類 

 

  

 



 

▲ 自己免疫性胃炎 

 

・ 抗胃壁細胞抗体により胃の壁細胞が破壊され

る結果おこる胃炎で、ピロリ菌によるＢ型胃

炎に対し、Ａ型胃炎ともよばれています。 

 

・ Ｂ型胃炎では胃の幽門前庭部を中心に萎縮が

起きますが、Ａ型胃炎は胃体部を中心とする

萎縮性胃炎です。 

 

・ 抗胃壁細胞抗体，抗内因子抗体により胃の壁

細胞が破壊される結果、無酸症、高ガストリ

ン血症を呈します。 

 

・ ビタミン B12 の吸収が不足するため、貧血、

舌炎、四肢末端のしびれや知覚異常など末梢

神経症状を呈することがあります（悪性貧血）。 

 



・ 経過中には鉄欠乏性貧血，1 型糖尿病，自己

免疫性甲状腺疾患を合併することがあります． 

 

・ しばしば過形成性ポリープや，時に神経内分

泌腫瘍などを合併します． 

 

・ 胃腺癌発生のリスクは 3 倍高くなります。 

 

・ 血清ビタミン B12 濃度の測定、内視鏡検査に

よる萎縮の程度の評価と胃生検による病理診

断が必要です 

 

・ 治療はビタミン B12の注射です。 

 


